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生型研究部会の活動と最近の技術動向

生型研究部会
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（新東工業㈱）

【はじめに】

日本鋳造工学会に、研究委員会が形成されている。こ
の委員会の中に、常設研究部会・期限付き研究部部会を
あわせて13研究部会が活動している。生型研究部会は、
常設研究部会の一つ．

今回の部会では，生型造型法における基本技術である
「生型砂管理技術」という切り口から，造型技術・砂処
理技術・管理技術・ライン操業方法・材料等を幅広く取
り上げながら現在の技術水準を明確にすることを通じて
国内鋳造産業の将来を担う生型砂管理技術の提言に結び
付けたいと考え、「生型砂管理技術の再構築」を部会
テーマとして掲げた活動としてきた．

●活動期間：２０１０年１０月～２０１５年３月

生型研究部会の活動

【生型研究部会の歴史】

日本における鋳型および鋳型材料に関する本格的な研究は，
第二次大戦後，飯高一郎早大教授などの多くの研究者・技術
者による米国技術調査を踏まえて，基礎産業としての鋳造業
を立て直すことを目的に始まった．
1950年に学振２４委員会鋳物砂研究委員会（委員長：鹿島

一郎早大教授），ほぼ同時期の1951年に鋳物協会（現 日本鋳
造工学会）東海支部鋳物砂研究会（会長：鹿取一男博士（名
工試））が発足している．さらに，1955年に鋳物協会本部に
鋳物砂部会が開設された．
この部会を母体として，1961年に特殊鋳型部会が分離独立

し，1973年に金森正弘博士（金森メタル㈱）を委員長として
「生型研究委員会」が新たに設立された．本生型研究部会は
この委員会をルーツとして常設研究委員会として今日まで活
動を継続してきた研究部会である．



【2010/10月～2015/3月の部会活動】

１．研究部会開催：１２回
（北海道地区工場見学会１回）

２．委員発表 ：５２件
（特別講演４件含む）

［生型研究部会の構成］

１）大学・研究機関からの委員： 7名
２）企業からの参画委員 ：25名
３）顧問(元部会長） ： 4名
４）アドバイザー ： 2名

合計 38名
（参加企業28社）

【活動テーマ（生型管理技術の再構築）の背景（１）】

【シリカプログラム試験方法】

シリカプログラムは、定められた一連の
方法で測定する生型砂の化学分析方法です。

① 全粘土分
② 活性粘土分
③ 強熱減量（炭素質・澱粉・結晶水）
④ 炭素質分
⑤ 金属分
⑥ オーリチック分（シリカ分）

の各項目を分析あるいは計算で求めます。
シリカプログラムによって得られる砂組成
は、図のようになります。

【活動テーマ（生型管理技術の再構築）の背景（２）】

サンプル砂

ﾒﾁﾚﾝﾌﾞﾙｰﾃｽﾄ 1000℃燃焼（全LOI） 水洗処理（53μ以下粒子分離）

測定値補正

ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ結晶水

ﾍﾞｰｽｻﾝﾄﾞ減量分 1000℃燃焼

HCl処理

リン酸処理

活性粘土分

炭素物質

53μ以下の物質

53μ以上の炭素室物質

金属物質or塩酸可溶分

ｵｰﾘﾃｨｯｸ物質

ｼﾘｶ分

不活性微粉分

= 53μ以下の物質ｰ活性粘土分

-(全炭素室物質- 53μ以上の炭素室物質）

【参考】シリカプログラム分析手順と測定値



【参考】シリカプログラム分析値の活用のヒント

１．シリカプログラム分析値により砂組成の状態を把握できる

２．しかし，オーリティクス量は，直接コントロールできない

３．直接コントロールできる数値

（１）活性粘土分 ⇒ ベントナイト添加量 ⇔S/M比≒ベントナイト熱損耗量
（２）Ｌ．Ｏ．Ｉ．⇒ 石炭分・澱粉の添加量 ⇔S/M比≒石炭分・澱粉の熱損耗量
（３）全粘土分 ⇒ 集塵機ダンパー調整（集塵風量）
（４）シリカ分 ⇒ 中子混入量・新砂添加量
（５）金属分 ⇒ 磁選機性能維持

但し，砂粒表面に付着した鉄分のコントロールは不能

４．活用のポイント ⇒「ライン砂の組成管理」

仕掛製品変動による注湯重量変化（ベントナイト等の熱損耗量）を勘案しながら，
砂組成を安定させる目安として分析値の傾向を把握しておく．

【参考】生型砂の水洗観察

【参考】生型砂の水洗観察（水洗後拡大）

珪砂新砂＋Na系ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ7% 人工砂新砂＋Na系ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ7%

【参考】名工試式掬われ試験片(改)による評価例

１）掬われ・絞られは，珪砂の熱膨張が支配要因
２）人工砂の混練砂は異常な粘性（砂粒子の比表面積）



【活動テーマ（生型管理技術の再構築）の背景（３）】

圧縮強さ

通気度

水分

引張り強さ

せん断強さ

スプリッティング

ジョルトタフネス

表面安定性（ＳＳＩ）

強熱減量

全粘土分

活性粘土分

粒度分布

粒度指数

酸可溶性金属分

オーリティクス量

ガス発生量

クォーツ分（ＳｉＯ２純度）

コンパクタビリティ（ＣＢ）

モールダビリティ

シャッターインデックス

熱膨張量

曝熱試験

熱間強度

水分凝縮層引張り強さ

熱間変形量

残存澱粉量

固定炭素量

混練度

試験片重量（φ50×50H)

試験片密度（φ50×50H)

鋳型硬度（試験片)

水分感度

ｐH（水素イオン濃度）

団粒度

常温特性（湿態） 生砂組成 高温特性

生砂の特性評価指標

それぞれが独立した因子を
測定しているのではない。
相互に非常に強い依存性を

持った特性値（(指標）を測定
している。

それぞれの特性値（指標）の
望ましい値の羅列は、実現で
きない生型砂を表現するだけ。

最近の技術動向

ー 鋳造工学会における
論文・研究発表動向を中心として ー

鋳型技術関連の研究論文・技術報告数の比較

（「鋳造工学誌」（日本） vs 「AFS Transactions(米国）」）
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AFS Trans.

鋳造工学誌

※AFS Trans.掲載論文数は、Div.4 Molding methods & Materialsへの掲載論文数

鋳造工学誌に掲載された鋳型技術関連の研究論文・技術報告の件数トレンド

研究論文・技術報告
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解説（レビュー・連載含む）

ツチヨシ産業 黒川氏

新東工業 牧野氏

【鋳型技術関連の選定基準】

１）精密鋳造関連鋳型は除く

２）消失模型鋳造法関連の内、砂充填に関する研究は含む。

発泡模型の燃焼・材質評価は除く。

３）凍結鋳型は含める。

４）シミュレーション関連研究の内、鋳型特性を中心に論じたもののみを含める。

豊橋技科大 前田氏
（現 海保大教授）

大阪大学 久保氏（現EKK）

広島大学 田島氏（現教授）

広島大学 松浦氏

解説記事の増加
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【参考】鋳造工学誌に掲載された現場改善事例（2012～2015）
71件 ⇒生型関連の改善事例18件

6年間で，8件の生型関連の論文

6年間で，
生型関連の研究発表は，

27件

出典：鋳造ジャーナル 2012.2.20号

鋳造工学誌以外の国内雑誌に見る鋳型技術関連記事

出典：AFS Transactions 2011

AFS Trans.（2011)に掲載された論文例
最近の25年間の生型砂に関する研究レビュー 化学的粘結材による鋳型・中子の寸法変化



出典：Foundry Management&Technology Jan. 2012

欧米の鋳造関連雑誌に見る鋳型技術関連記事 (1/4)

出典：FTJ Jan.‐Feb. 2012

新しいフラン粘結材鋳型・中子の自動検査

出典：Modern Casting Oct. 2011

欧米の鋳造関連雑誌に見る鋳型技術関連記事 (2/4)

砂の熱再生技術（メーカー技術の紹介）

欧米の鋳造関連雑誌に見る鋳型技術関連記事 (3/4)

出典：Modern Casting Apr. 2012

主型・中子の造型技術ベンチマーク

欧米の鋳造関連雑誌に見る鋳型技術関連記事 (4/4)

出典：Casting Plant & Technology Apr. 2011

無機粘結材システムによるブレーキディスクの生産



中国の鋳造関連雑誌に見る鋳型技術関連記事

出典：鋳造技術 vol.31 No.7（2010）

リチウム処理されたベントナイトの砂特性
【まとめ】

「生型砂管理技術の再構築」というテーマを掲げて活動し
てきた本部会の活動は，生型砂管理技術に関する新たな提言
までには至らなかった．しかし，国内における管理技術の現
状の姿を明らかにするとともに，毎回の委員発表を通じて技
術伝承と人材育成という面で生型管理技術の研究・改善への
貢献できたのではないかと考える．

尚，本部会は，佐藤新部会長のもとで「生型砂管理技術の
再構築Ⅱ」という形で継続的な活動として引き継がれている．
日本から発信する高度な生型生産技術とその研究という成果
が大いに期待される．

最後に，本部会運営に多大なご協力をいただいた委員各位
に心から感謝申し上げるとともに，部会運営にご助言をいた
だいた米北洋一元部会長（摂津電機）・金森敬元部会長（金
森メタル）を初め，部会運営にご尽力いただいた前田安郭幹
事（大同大学）に厚く御礼申し上げます．
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